
江戸時代の女性画家たち
ー作品鑑賞と活動の背景を探るー

【講師派遣事業とは】

⽀部主催の講演会を、桜楓会会員をはじめ
広く地域の⽅も参加可能として開催するこ
とを条件に、講師謝⾦、旅費交通費、旅⾏
傷害保険（地⽅⽀部講演会の場合）を負担
し、理事会が委嘱した⼤学教員を講師とし
て派遣する桜楓会の公益事業のひとつです。

（一社）日本女子大学教育文化振興桜楓会 講師派遣事業

豊橋支部主催講演会

穂の国とよはし芸術劇場PLAT ２F研修室(⼤)
参加費無料 他⽀部、⼀般の⽅も参加歓迎

講師︓中村 玲 先⽣
⽇本⼥⼦⼤学国際⽂化学部 国際⽂化学科 助教

プロフィール
東京都出⾝。2011年筑波⼤学⼤学院⼈間総合科学研究科芸術専攻修了
（博⼠）。2012年より複数の美術館、博物館、⼤学等での勤務を経て、
2023年4⽉より⽇本⼥⼦⼤学国際⽂化学部国際⽂化学科助教着任、授業
は「⽇本美術史概説」、「⽇本美術史特論」を担当。

申込み・問い合わせ先

(⼀社)⽇本⼥⼦⼤学教育⽂化振興桜楓会
豊橋⽀部

担当 ⼩野寺 洋⼦
Tel 090-5623-8629

2025年11⽉29⽇(⼟）13:30〜15:00

＜演題＞

11/10（⽉）までに、電話でお申し込みください。（先着順）

江戸時代には多くの女性画家が存在しましたが、現代ではあまり知られていません。

17世紀に武家や公家の社会で活動し書画を残した小野通女（おのつうじょ）、18世紀に夫と

ともに文人画を描いた池玉瀾（いけぎょくらん）、葛飾北斎の娘であり19世紀に絵筆をふるっ

た葛飾応為（かつしかおうい）などの作品を鑑賞しながら、彼女たちの活躍をご紹介します。


